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カーボン・オフセットについて
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カーボン・オフセットとは
カーボン・オフセットとは、自らが排出した温室効果ガス（GHG）を、他の場所での排出削減、または炭素吸
収量の増加（植樹など）により、埋め合わせることを指す。

カーボン・オフセット・クレジットは、政府または民間の認証機関によって、GHG排出削減量・吸収量を決めら
れた方法（方法論）に従って数値化し取引可能な商品にしたもの。クレジットの購入者は、そのクレジットを無
効にすること（クレジットの価値をゼロにすること）で、自らのGHG排出量を相殺することができる。

カーボン・オフセットについて

資料：オール東京６２市区町村共同事業 みどり東京・温暖化防止プロジェクト「カーボン・オフセット啓発パンフレット」
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キャップ＆トレード方式 ベースライン＆クレジット方式

カーボン・オフセットには強制的な削減と自主的な削減の２つの取引がある
強制的な削減は、政府等が温室効果ガスの総排出量(総排出枠)を定め、企業等に排出量の上限を設定した
削減目標値を割り当てる。企業等がこの削減目標値以上に削減した分と、達成できなかった超過分を取引す
る方式を、キャップ&トレード方式と呼ぶ 。

自主的な削減は、企業等が温室効果ガスの削減プロジェクトを実施することにより、実施しなかった場合と
比較して、追加的に削減した分を排出削減と認定する方式で、ベースライン＆クレジット方式と呼ぶ。

強制的な削減では、規制による義務付けによって需要が創出されるのに対し、自主的な削減の需要は、自主
的な買い手（企業、機関、個人）によって創出される。

カーボン・オフセットについて

資料：農林金融2010年10月号「農林水産分野の排出量取引の現状と課題」
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世界には、国際機関、公共機関、民間機関による様々な制度がある。クレジットの発行対象分野もそれぞれ。

カーボン・オフセットについて

資料：World Bank 「State and Trends of Carbon Pricing 2022」

制度名称 クレジット発行量 登録件数 平均価格 対象分野
(MtCO2e) (米ドル)

民間機関

国際機関

公共機関
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国内の取組み
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J-クレジット制度は、１３年度に開始され、省エネ・再エネ設備の導入や森林管理等による温室効果ガスの排
出削減・ 吸収量をクレジットとして認証する制度。ベースライン＆クレジット方式を採用。経済産業省・環境
省・農林水産省が運営する公的な制度であり、過去2年の新規登録件数は年間５０件程。

国内の取組み

7

資料：Ｊ－クレジット制度事務局「Ｊ－クレジット制度について」

資料：Ｊ－クレジット制度事務局「Ｊ－クレジット制度について（データ集）2023年１月」
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国内の取組み
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資料：Ｊ－クレジット制度事務局「Ｊ－クレジット制度について（データ集）2023年１月」

再エネ発電由来のクレジットは、企業等の環境情報開示を促す「CDP」や使用電力再エネ100％を目指す国
際的イニシアティブである「RE100」等への報告に企業が活用できるため、落札価格が上昇する傾向。

J-クレジットの入札状況の推移(平均落札価格)

約1.51円/kWh
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国内では自主的な排出量取引を試行中
２月１０日にGX（グリーントランスフォーメーション)実現に向けた基本方針が閣議決定。

２６年度から排出量取引が本格稼働予定。J-クレジット等が活用可能な統合市場であり、企業の積極的な活
用が見込まれる。

国内の取組み

資料：経済産業省「ＧＸ実現に向けた基本方針参考資料」
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海外の取組み
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京都議定書の下で運営されていたCDM（パリ協定の市場メカニズムへ移管）は、京都議定書の第１約束期間
の終盤にかけて取引が増加したものの、第２約束期間への不参加国の拡大や欧州炭素クレジット市場（EU-
ETS）での使用禁止などもあり低迷。

一方で、世界では民間機関の制度に基づくクレジット発行量が増加傾向にある。VCS（Verified Carbon 
Standard, 2018年にVerraへ名称変更）が62％。VCSの20年、２１年の新規登録件数は年間10０件弱
程。

海外の取組み

資料：World Bank 「State and Trends of Carbon Pricing 2022」

世界の制度別クレジット発行量

資料：経済産業省「中間整理の方向性を踏まえた検討の方向性令和3年11月」

地域別割合は、アジア69％、中南米15％、北米6％、アフリカ6％、
欧州3％、オセアニア1％。
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国際機関
民間機関

公共機関
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各国の取引所・取引プラットフォーム
クレジットの取引は、主に相対で行われてきたが、仲介事業者(ブローカー・リテーラー等)に加え、 取引所・
取引プラットフォーム設立の動きが台頭し始めている。

海外の取組み

12
資料：経済産業省「カーボン・クレジット・レポートの概要」
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クレジットの価格は、国・地域ごとにバラバラで価格差が大きい
EU-ETSは対象業種の拡大や目標値の引上げなどに伴い価格が上昇傾向。一方で、脱炭素に向けた企業や
金融機関の行動はロシアのウクライナ侵攻によるエネルギー危機などを背景に一時的に後退したため、民間
制度であるVCSの価格は足元下落。

海外の取組み

欧州炭素クレジット市場（EU-ETS） （円） ネイチャーベースカーボンオフセット（VCS） （円）
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資料：https://carboncredits.com/carbon-prices-today/をDeepLにて機械翻訳、2023年3月5日時点の値

https://carboncredits.com/carbon-prices-today/%E3%82%92DeepL%E3%81%AB%E3%81%A6%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E7%BF%BB%E8%A8%B3%E3%80%812023
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制度による違い
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J-クレジットの森林管理プロジェクトの対象となる方法論
制度による違い

資料：J-クレジット制度事務局「J-クレジット制度について森林管理プロジェクトを中心に2023年2月」
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VCSの森林管理プロジェクトの対象となる方法論
制度による違い

申請件数 登録済件数 方法論 手法

9 3VM0003 伐採時期の延長による森林管理の改善方法論v1.2
森林管理手法を改善し、伐採前の森林の回転年数を延ばすことで土地の
炭素蓄積量を増やす。

1 1VM0004 泥炭湿地林における計画的な土地利用転換の回避による土地保全の方法論v2.0
熱帯泥炭林の土地利用変化を防止することによって生じるGHG排出削減
量と除去量を定量化する。

6 2VM0005 低生産性森林から高生産性森林への転換方法論v1.2
再伐採の回避や既伐採林の再生によって生じるGHG排出量の削減と除
去を定量化する。

19 13VM0006
モザイクおよびランドスケープ規模の REDDプロジェクトのカーボンアカウンティングの方法論
v2.2

プロジェクト活動がない場合に森林が減少する森林に適用される。

75 31VM0007 REDD方法論フレームワーク (REDD-MF)v1.6
計画的でない森林減少や森林劣化を回避することによるGHG排出削減
量と除去量を定量化する。

20 12VM0009 回避された生態系変換のための方法論v3.0
森林から非森林への転換、および在来種の草地や低木林から非在来種の
状態への転換を防止する活動を定量化する。

67 18VM0010 改善された森林管理のための方法論: 伐採された森林から保護された森林への変換v1.3 森林の伐採を防止することによって生じるGHGを定量化する。

2 2VM0011 計画的劣化の防止によるGHG便益の計算方法v1.0
森林管理の改善や択伐の中止による計画的な森林劣化の防止によって生
じるGHGを定量化する。

9 4VM0012 温帯林および北方林における森林管理の改善 (LtPF)v1.2
温帯・北方林における森林管理の改善と伐採防止によって生じるGHGを
定量化する。

92 33VM0015 計画外の森林破壊を回避するための方法論v1.1 森林破壊を抑制することで達成される排出削減量を定量化する。

0 0VM0029 火災管理による回避された森林劣化の方法論v1.0 予防的早期燃焼活動を実施することによってGHGを定量化する。

7 1VM0034 カナダの森林カーボン・オフセット方法論v2.0
森林吸収を促進し、林業作業から排出されるCO2削減し、森林や木製品
の炭素貯蔵量を維持または増加した分を定量化する。

0 0VM0035 影響の少ない伐採による森林管理の改善方法論 v1.0
3つのGHG排出源（伐採、集材、運搬）のうち1つ以上において、排出の少
ない方法を定量化する。

6 0VM0037 モザイクによる森林破壊と劣化の影響を受ける景観における REDD+ 活動の実施方法v1.0
REDDとARRの両方の活動から発生するGHG排出削減と除去を定量化
する

0 0VM0045 NFIV1.0 からの動的に一致するベースラインを使用した改善された森林管理方法論
収穫や自然撹乱による排出の回避や吸収の強化を目的としたIFM実践の
GHG影響を把握する。

313 120

資料：https://verra.org/methodologies-main/#vcs-methodologiesをGoogleまたはDeepLにて機械翻訳、件数は2023年3月8日時点の値
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https://verra.org/methodologies-main/#vcs-methodologies
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クレジット認証の考え方の違い
J-クレジットは、森林経営活動による炭素吸収量の増加を、プロジェクト開始時点のベースライン吸収量を「0」として、プ

ロジェクト開始後の吸収量をカウントする。

VCSは、森林減少の回避（AUD）では、プロジェクト開始前の条件が似たようなプロジェクトエリア外にサンプル地域を
設定。過去の衛星画像から時間の経過とともに起こった森林の状態を確認。次に、同じことがプロジェクト内で発生した
と想定してベースラインを決定。

• 改善された森林管理（IFM）では、プロジェクト開始前の条件が似たようなプロジェクトエリア外にサンプル地域を設定。
森林バイオマス蓄積量の時間変化に加えて、伐採や施肥などに関する排出を加えたうえで、ベースラインを算出。将来、
伐採されると仮定し、伐期の延長や伐採強度の低減など、人為的な介入の効果に対してクレジットを創出。

制度による違い

森林吸収量

資料：J-クレジット制度運営委員会・第1回森林小委
員会「J-クレジット制度の概要及び森林クレジットの
現状2022年4月」をもとに作成

資料：平成21年度CDM/JI 実現可能性調査報告書概
要版「ブラジル・マトグロッソ州における森林減少・劣化
からの排出削減（REDD）事業調査」

資料：The Nature Conservancy, ADVANCING 
INTEGRITY WITH THE NEW IMPROVED 
FOREST MANAGEMENT METHODOLOGY

VCS（森林減少の回避）J-クレジット VCS（改善された森林管理）
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森林クレジットの信頼性に関する課題は残っているが…
VCSの場合、ベースラインをどのように設定するかが大きな論点に（予測精度）。また、吸収量の測定の正確
さも求められている（モニタリング精度）。そのほか、長期間の森林管理における永続性の問題や、森林保全
を実施しても他所で伐採されるというリーケージのリスクなど、森林クレジットの信頼性には問題が残る。

データ整備や最新測定技術の導入が課題解決の一つ。

制度による違い

資料：カーボン・オフセットのあり方に関する検討会（第２回）2007年10月参考資料１英国において指摘されているカーボン・オフセットの主な問題点
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さいごに
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最新技術を使いこれまでにない新たな方法を用いた制度が次々誕生している
さいごに

資料：https://blog.mapbox.jp/n/n78ef59a66b4d
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資料：https://www.openforestprotocol.org/homeをDeepLにて機械翻訳

https://www.openforestprotocol.org/home
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森林吸収源クレジットの量と質と価格をどう考えるか
さいごに

資料：四国カーボン・オフセット市場http://www.shikoku-carbonoffset.jp/sale/index.html

Climate Impact X プロジェクト一覧（一部）

資料：Climate Impact X https://www.climateimpactx.com/をgoogle翻訳

四国カーボン・オフセット市場プロジェクト一覧（一部）
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